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ス
ポ
ー
ツ
上
手
に
な
り
ま
す

◇

ゴ

ロ
ゴ

ロ
体
操

ま
ず
初
め
は
、
親
子
体
操
の
準
備
運
動
と

も

い
え

る

″
ゴ
ロ
ゴ
ロ
体
操
″
で
す
。

「
こ
ろ
が
る
」
こ
と
は
、
自
分
の
体
重
を
う
ま
く
移
動
さ

せ
る
こ
と
。
こ
の
コ
ン
を
覚
え
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動

も
自
然
に
上
手
に
な
り
ま
す
。

横
こ
ろ
が
り
、
で
ん
ぐ
り
返
し
、
肩
か
ら
こ
ろ
が

っ
た

り
連
続
し
て
こ
ろ
が

っ
た
り
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
親

子
で
一
緒
に
で
き
る

″
だ
っ
こ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
″
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

―

図

１
く

′

●  0

●

〈
だ

っ
こ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
〉

お
と
う
さ
ん

（
ま
た

は
お
か
あ
さ
ん
―
以

下
略
）
が
ね
こ
ろ

が

っ
て
、
子
ど

も
を
抱
き
か
か

え
た
ま
ま
ゴ
ロ

ゴ
ロ
こ
ろ
が
り

ま
す
。
子
ど
も

が
下
に
な
る
と

き
、
お
と
う
さ

ん
は
肘
を
張

っ

て
支
え
ま
す
。

募 集 ′
第 6回
体暇村オープン

記念マラソン大会

本
年
で
六
回
目
を
迎
え
る
休
暇
村
オ

ー
プ
ン
記
念
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
次
の

よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一　
日
程
　
昭
和
５６
年
Ｈ
月
２９
日

（日
ヽ

一
一　
種
目
　
一
一ｋｍ
（小
男
女
・
中
女
）

五
ｋｍ
（中
男

・
高
女

・
一

般
男
女
）

尚
一
般
男
女
五
ｋｍ
は
宣
言
タ
イ
ム

十
ｋｍ
（
男
女
）

三
　
集
合
場
所

二
ｋｍ　
草
村
生
コ
ン
前

五
ｋｍ　
国
民
休
暇
村

十
』

高
森
中
学
校

四
　
受
付

二
ｋｍ
、五
』

９
時
５０
分
～
１０
時
５０
分

十
ｋｍ　
　
　
９
時
３０
時
～
１０
時
３０
分

当
日
参
加
も
可

第
四
回

高
森
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

毎
年
十
二
月
に
行
わ
れ
て
い
た
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
来
春
二
月
七
日
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
地
域

・
職
場

等
チ
ー
ム
編
成
さ
れ
、
奮
っ
て
参
加
さ

れ
ま
す
よ
う
御
願
い
し
ま
す
。

●

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
気

運
が
盛
り
上

っ
て
い
ま
す
。

広
報
に
対
す
る
希
望
や
意

見
、
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

本
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
る
熊
本
県

市
町
村
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

五
月
十
日
、
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本
町
か
ら
も
壮
年
の
部
に
大
谷
氏
を

中
心
に
一
チ
ー
ム
が
参
加
、
菊
池

・
荒

尾

・
玉
東

・
阿
蘇
を
敗
り
、
決
勝
で
は

熊
本
市
を

（二
十
三
対
十
五
）
で
く
だ

し
、
み
ご
と
初
優
勝
に
輝
や
い
た
。

こ
れ
は
、
毎
日
行
わ
れ
る
早
朝
練
習

が
実
を
結
ん
だ
も
の
で

「早
起
き
は
身

体
に
も
い
い
し
、
練
習
に
も
実
が
は
い

り
ま
す
よ
」
と
話
す
各
氏
、
今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
に
励
ん

で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

……3

もな内容
■弓道団体みごと優勝………………………2
■親子ソフ トボール大会…………………3
■冬の健康法……

■体力つくりをめざして
各地で春のスポーツ大会…・4

■ホープ紹介……̈……………………………・5
■ファミリースポーツのすすめ………6

フアイト、フアイト 声あわせ みんなと一緒に スポ ーツを  馬原琴美 (野尻小 6年 )
マラソンを毎日やって 体力づくり  興椙文一 (野尻小 6年 )
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フ

ア
ミ

リ

ー

ス
ポ
ー
ツ
の

す
す
め
（
７
）

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
は
親
と

一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き

で
す
。
お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
し
、
教
わ
っ
た
こ
と
が
う
ま
＜
で
き
た

ら
ほ
め
て
も
ら
い
た
い
、
と
思
つ
て
い
ま
す
。

親
子
体
操
の
楽
し
さ
―
―
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
の
喜
び
は
、
親

と
子
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
て
＜
る
の
で
す
。
そ
れ
は
子
ど
も

の
成
長
の
大
切
な
第

一
歩
で
も
あ
り
志
す
。
こ
の
喜
び
を
分

か
ち
合
い
、　
一
層
楽
し
＜
す
る
た
め
の
体
操
を
紹
介
し
ま
し

よ
う
。

」 漱

八
月
号

ス

子
ど
も
に
と
っ
て
の
ス
ポ
ー
ツ

幼
い
う
ち
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
！
…
…
と
い
っ
て
も

一
種
目
に
限
定
し
た
動
き
の
く
り
返
し
は
、
あ
ま
り

良
い
結
果
が
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

大
切
な
の
は
、
幼
児
期
の
子
ど
も
が
自
由
に
、
楽

し
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
感
覚
を

確
か
め
、
自
然
に
能
力
が
育

っ
て
い
く
…
…
そ
れ
を

見
守
り
手
伝

っ
て
や
る
こ
と
で
す
。
運
動
の
基
本
的

な
発
達
の
著
し
い
幼
児
期
は
、
後
の
ち
ま
で
大
き
な

影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。

昭和56年度 第 6回南阿蘇国民

体暇村オープン記念マラソン大会

高ゑ■

す
「
森

駅

え

畷
村

′

日

(略図 )

健康は 一生の宝  穴見久子 (水野原 )
今日の健康 明日への幸せ  穴見久子 (永野原 )
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弓
道
団
体
み
ご
と
優
勝
″

郡
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
郡
民

体
育
祭
が
、
七
月
十
二
日

（日
）
高
森

町
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
、
十
種
目
十
四
競
技
に

出
場
、
各
会
場
と
も
終
始
好
ゲ
ー
ム
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
勝
　
弓
道
団
体
・個
人
（本
田
秀
道
）

津
留
新
祐

く
ん

（熊
工
　
三
年
）

新
祐
君
は
、
中
学
に
入
学
す
る
と
同

時
に
軟
式
テ
ニ
ス
部
に
人
部
。
す
ば
ら

し
い
指
導
者
と
先
輩
に
恵
ま
れ
、
基
礎

を
み
っ
ち
り
学
ん
一札

熊
工
に
進
学
す
る
と
同
時
に
頭
格
を
表

わ
し
、
昭
和
五
十
五
年
熊
本
県
新
人
戦

に
優
勝
。
そ
の
後
も
各
大
会
に
好
成
績

を
お
さ
め
、
本
年
、
国
民
体
育
大
会
県

予
戦
個
人
の
部
で
三
位
に
入
賞
、
み
ご

と
国
体
出
場
を
果
た
し
た
。

活
躍
の
か
げ
に
は
、
本
人
の
努
力
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
両
親
の
暖
か
い
協
力

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

口

Ｐ
ョ
伯

ク
　

柔
道
個
人
　
　
（岡
田
　
清
）

二
位
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

″
　

柔
道
団
体
・個
人
（橋
本

一
郎
）

ク
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

ク
　

陸
　
上

三
位
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

ク
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

ク
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子 民

体

育

祭
―

至
る
九
月
一
日
、
町
内
各
地
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
が
連

合
し
、
ク
ラ
ブ
の
親
睦
と
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
高
森
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
が
結
成
さ
ま
し
た
。

現
在
ま
で
は
、
町
内
に
統

一
さ
れ
た
組
織
は
な
く
、
そ
の
為

町
内
の
大
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
、
協

会
を
中
心
に
色
々
な
大
会
が
計
画
さ
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
人
口

も
益
々
増
え
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

尚
、
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新役員決 まる″高
森
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
昭
和
五
十
六

年
度
役
員
が
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
「責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

協
会
を
目
標
に
、
女
子
部
の
育
成
に
も

●●

力
を
い
れ
た
い
で
す
」
と
語
る
新
会
長

の
岩
下
さ
ん
。
町
内
で
は
一
番
大
き
い

団
体
な
だ
け
に
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

長

さ
れ
ま
す
ｃ

〈
ム
　
　
　
〈
ム
　　
匡ヌ

副
会
長

理
事
長

副
理
事

事
務
局

会
　
計

監

事

理 事 長

理

事

安 後 甲 本 岩 中 児 岩
方 藤 斐 川 下 川 玉 下

増 新 節 一 生 陸 範 靖
也 生 男 徳 人 雄 幸 彦

飯
塚
多
喜
男

佐 田 古 後 溜 岩 山
藤 代 沢 藤 渕 下 村

文 廣 建 和 義 博 唯
雄 一 生 幸 人 次 夫

バ ド

高
森
地
区
で
は
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
高
森
町
体
育
協
会

高
森
支
部
が
七
月
結
成
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、

「地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
為
に
は
、
支
部
結
成

が
急
務
で
あ
る
」
と
の
判
断
か
ら
、
高
森
町
体
育
協
会
が
強
力

に
推
進
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
高
森
支
部
の
成
立
に
よ
り
、

体
育
協
会
の
支
部
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

尚
、
高
森
支
部
で
は
、
設
立
記
念
大
会
と
し
て
、
三
百
歳
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
九
月
二
十
七
日
十
六
チ
ー
ム
を
集
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
及
び
結
果
は
次
の
と
お
り
。

支

部

長
　
野
脇
　
頼
介
　
　
　
　
ク　
　
　
馬
原
　
和
子

副
支
部
長
　
中
川
　
陸
雄
　
　
監
　
　
査
　
後
藤
　
洋
志

ク　
　
　
黒
田
　
恭
子
　
　
　
　
″　
　
　
古
沢
　
安
男

書
記
会
計
　
村
鳴
兵
志
郎

三
百
歳
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

一
位
　
　
下
町

二
位
　
　
旭
通

三
位
　
　
昭
和

参
加
者
は
、
草
部
南
部
の
各
地
か
ら

男
女
約
二
十
五
名
。
谷
川
講
師
の
説
明

の
後
、
さ
っ
そ
く
実
射
に
う
つ
り
ま
し

た
が
、
初
め
て
の
為
か
あ
ま
り
う
ま
く

当
ら
ず

「こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
ね
睦
と
は
お
母
さ
ん
の
弁
。
そ
れ
で

も
、
二
日
目
か
ら
は
皆
良
く
当
る
よ
う

に
な
り
、
十
射
九
中
の
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
ｃ
教
室
終
了
後
は
、
草
部
南
部
四
半
的

ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
毎
週
合
同
練
習

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
森
町
教
育
委
員
会
で
は
、　
一
町
民

一
ス
ポ
ー
ツ
を
目
標
に
、
六
月
二
十
二

日
か
ら
五
日
間
の
予
定
で
、
草
部
南
部

地
区
を
対
象
に
、
四
半
的
教
室
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

南
郷
切
っ
て
の
由
緒
あ
る
寺
と
し
て
、

有
名
な
含
蔵
禅
寺
の
和
尚
さ
ん
で
あ
り
、

社
会
教
育
委
員
長
で
も
あ
り
、
座
禅
に

に
よ
る
こ
ど
も
の
し
つ
け
で
テ
レ
ビ
を

通
じ
て
、
広
く
全
国
に
紹
介
さ
れ
る
等

幅
広
い
分
野
に
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
自
分
の
土
地
を
提
供
し
て
、
弓
の
道
場

を
開
か
れ
、
二
月
に
な
る
と
、
梅
の
香

が
漂
う
と
こ
ろ
か
ら
、
梅
林
館
と
名
付

体

―

弓道の本田秀道先生

栄ある昇格″

(阿蘇郡第 1号 )

′

′

′

′

．成される

初代会長に後藤萬蔵氏●●

〈
パ　　」葉

副
会

長

事
務
長

理

事

後 古 芹 岩 飯 甲 後

肇
沢 口 下 星 斐 藤

恵 建 誓 光 知 康 萬
子 生 彰 広 佐 利 蔵

監会 会

員 計

け
て
、
多
く
の
門
弟
を
指
導
さ
れ
、
県

体
育
祭
に
も
郡
代
表
と
し
て
、
度
々
出

場
さ
れ
る
等
目
ざ
ま
し
い
実
績
を
挙
げ

ら
れ
た
本
田
秀
道
先
生
が
、
五
月
七
日

教
士
六
段
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

梅
に
囲
ま
れ
た
梅
林
館
の
静
寂
を
破

っ
て
、　
一
段
と
弦
の
音
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
、
先
生
の
御
昇
格
を
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

事

瀬
ロ
ハ
ツ
子

岩
下
　
茂
巳

津
留
　
寿
雄

山
室
　
英
子

芹
口
三
代
子

長
尾
　
和
博

一
六
〇
名

朝おきて 体そうしよう なわとびも  甲斐良孝 (野尻小 3年 )
スポーツは ぼくの わたしのたからもの

さあ運動 みんなそろって 楽しいスポーツ  田上ユ ミ (野尻小 5年 )
朝起きて 体操 しようよ 庭に出て  草村美香 (野尻小 6年 ) 田上さおり (野尻小 3年 )

れ論
一一蝙

,1儘

蠅

輻
爾
選
罐
運
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翻

量

量
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議
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一一一一
欝

一一ト

ト
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Ｆ
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会長に野‐脇頼介氏′
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●

―
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
―

高森小

初優勝″

城北地区

サッカー大会

第
二
回
城
北
地
区
サ
ッ
カ
ー
大
会
が

城
北
各
地
か
ら
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
、
八
月
二
十
二
、
二
十
三
日
の
両
日

●

高
森
町
教
育
委
員
会
で
は
、
フ
ア
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し
て
、
八
月

二
十
日
高
森
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
六
つ
の
小
学
校
が
参
加
し

て
、
Ａ
Ｂ
パ
ー
ト
の
予
選
の
後
決
勝
戦

を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
日
頃
、
あ
ま

リ
ス
ポ
ー
ツ
に
縁
の
な
い
お
父
さ
ん
も

多
く
、
随
所
に
珍
プ
レ
ー
が
み
ら
れ
、

一
日
中
笑
い
声
に
つ
つ
ま
れ
た
大
会
で

し
た
。
一
位
　
　
高
森
小
学
校

二
位
　
　
草
部
北
部
小
学
校

高
森
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
参
加
し
た
高
森
小
学
校
チ

ー
ム
は
、
予
選
を
無
事
通
過
し
、
決
勝

戦
で
は
千
田
小
学
校
と
一
対
一
の
後
、

延
長
戦
で
も
決
着
が
つ
か
ず
、
結
局
ペ

ナ
ル
テ
イ
ー
キ
ッ
ク
合
戦

（四
対
三
）

で
初
優
勝
に
輝
い
た
。

こ
れ
は
、
毎
日
練
習
に
励
ん
だ
選
手

や
、
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
並
び
に

父
兄
の
協
力
の
賜
で
す
。

今
後
、
益
々
の
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

本
の
葉
も
色
づ
き
は
じ
め
、
日
一
日

と
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

寒
さ
に
し
た
が
い
、
し
だ
い
に
活
動
も

鈍
く
な
り
家
の
中
に
引
き
こ
も
り
が
ち

な
生
活
と
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
戸

外
に
出
て
積
極
的
に
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
血
液
の

循
環
が
よ
く
な
り
暖
ま
っ
て
き
ま
す
。

た
ま
り
が
ち
な
ス
ト
レ
ス
も
解
消
で
き

精
神
衛
生
に
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
運

動
で
出
た
汗
は
す
ぐ
に
拭
き
と
り
、
体

を
冷
や
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
よ
う
ｏ

寒
い
か
ら
と
衣
服
を
た
だ
重
ね
る
こ
と

は
感
心
し
ま
せ
ん
。
人
間
に
は
、
体
温

調
節
機
構
と
い
う
常
に
一
定
の
体
温
を

保
と
う
と
す
る
働
き
を
も
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
子
ど
も
は
、
ぉ
と
な
よ
り
も

体
温
が
高
い
の
で
、
お
と
な
よ
り
も
二

枚
少
な
く
す
る
ぐ
ら
い
の
気
持
で
い
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
暖
か
い
日
、
寒
さ
の

厳
し
い
日
等
気
温
を
考
慮
し
、
そ
れ
に

応
じ
た
衣
服
の
調
節
に
心
が
け
ま
し
よ

う
。
冬
と
い
え
ば
何
と
い
っ
て
も
風
邪

草
部
南
部
小
学
校

市

来

央

子

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る
季
節
で

す
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
細

菌
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
上
気
道
か
ら
の

感
染
で
す
。
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の

方
法
と
し
て
予
防
接
種
を
し
て
お
く
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま

ず
は
、
自
ら
健
康
を
守
る
積
極
的
姿
勢

を
常
日
頃
か
ら
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
れ
に
は
充
分
な
休
養
と
好

き
、
嫌
い
を
せ
ず
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

栄
養
で
体
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
、
外

出
後
の
手
洗
い
、
う
が
い
を
励
行
し
ま

し
ょ
う
。
冬
は
暖
房
器
具
を
使
う
た
め

空
気
が
汚
れ
や
す
く
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
の
繁
殖
に
好
条
件
と
な
り
ま
す
。
ま

た
二
酸
化
炭
素
や
一
酸
化
炭
素
に
よ
る

中
毒
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定

期
的
に
窓
を
開
け
換
気
を
し
ま
し
よ
う
ｏ

冬
は
夏
に
比
べ
汗
や
汚
れ
が
少
な
い
た

め
清
潔
と
い
う
こ
と
ん
墓
いれ
が
ち
で
す

が
、
体
は
常
に
新
陳
代
謝
し
て
い
ま
す
。

下
着
や
身
体
の
清
潔
に
も
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

冬
の
健
康
法

けんこうは きょうも あしたも
いつも

せい さつ き (野尻小 3年 )
正 しいリズム  さとう まほ (野尻小 3年 )

お友だち
早ね 早おき

、
か争

・
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馬
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が
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キ
ャ
ッ
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野
尻
地
区

ス
ポ
ー
ツ
大
会

野
尻
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
五
月

二
十

一
日
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（十
チ
ー

ム
、
四
十
五
歳
以
上
四
チ
ー
ム
）
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

（五
チ
ー
ム
）
・
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

（十
チ
ー
ム
）
を
集
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

支
部
体
協
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て

は
非
常
に
種
目
も
多
く
、
地
区
民
全
員

参
加
を
目
標
に
、
益
々
大
き
な
大
会
に

な
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

尚
、
結
果
は
次
の
と
お
り
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
一
位
　
津
　
留

（四
十
五
歳
以
上
）
　

一
位
　
津
留

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
　
一
位
　
津
留

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
　
　
一
位
　
河
原

色見では40歳以

フトボール大

至
る
、
五
月
二
十
一
日
、
上
色
見
で

は
、
壮
年
を
対
象
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
年
齢
の
為
か
珍
プ
レ
ー
の

続
出
、
そ
れ
で
も

「ま
だ
ま
だ
若
い
者

に
は
敗
け
ん
」
と
張
り
切
る
お
父
さ
ん

は
、
何
と
一量
口回年
齢
六
十
四
歳
。

ま
た
、
試
合
後
芝
生
の
上
で
行
う
懇

親
会
を
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
る
人
も

多
い
よ
う
で
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
し
た
。

一
位
　
　
大
　
村

二
位
　
　
前
原
東

四
月
二
十
九
日
予
定
さ
れ
た
春
の
大

会
が
雨
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
が
、

農
作
業
も

一
段
落
し
た
六
月
七
日
、
会

員
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
、
真
夏

を
思
わ
せ
る
強
い
日
射
し
の
下
に
、
四

〇
〇
名
の
参
加
を
見
て
賑
や
か
に
幕
が

開
け
ら
れ
た
。

本
田
嘉
達
副
支
部
長
の
開
会
宣
言
に
始

ま
り
、
後
藤
萬
蔵
新
支
部
長
の
挨
拶
、

古
庄
前
支
部
長
よ
り
七
年
に
亘
る
地
区

住
民
の
方
の
御
協
力
を
感
謝
す
る
旨
の

挨
拶
、甲
斐
一
誠
体
協
副
会
長
よ
り
新

・

旧
支
部
長
の
紹
介
と
、
七
年
に
及
ぶ
古

庄
前
支
部
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
挨
拶
の

後
、
競
技
に
入
り
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

（三
百
才
）
は
Ａ
、
Ｂ
パ
ー
ト
に
分

れ
、
自
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
た
が

Ａ
パ
ー
ト
勝
者
役
場
チ
ー
ム
と
、
Ｂ
パ

ー
ト
勝
者
中
Ｂ
チ
ー
ム
の
決
勝
戦
と
な

り
、
投
打
に
お
い
て
僅
か
に
勝
っ
た
役

場
チ
ー
ム
が
一
点
差
で
逃
げ
切
り
優
勝

を
な
し
遂
げ
た
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
草
部
フ
レ
ン
ズ

チ
ー
ム
が
、
昨
年
春
、
秋
優
勝
の
強
豪

永
野
原
チ
ー
ム
を
破
っ
て
初
優
勝
を
飾

っ
た
。
農
繁
期
の
た
め
、
練
習
の
暇
も
な
く

ぶ
っ
つ
け
本
番
の
組
も
多
か
っ
た
の
で
い

何
十
対
ゼ
ロ
か
ら
一
点
を
争
う
ゲ
ー
ム

ま
で
あ
っ
た
が
、
若
葉
映
え
る
吉
見
の

森
に
終
日
歓
声
が
こ
だ
ま
し
、
地
域
の

和
と
健
康
を
図
る
有
意
義
な
一
日
が
終

っ
た
。

第
七
回
郡
青
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
、
五
月
二
十
一
日

（日
）
波
野
村

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

本
町
か
ら
も
男
子

（ニ
チ
ー
ム
）
女

子

（
一
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
、
男
子
の

部
で
は
、　
一
昨
年
に
続
き
高
森
Ａ
チ
ー

ム
が
三
度
目
の
優
勝
を
か
ざ
つ
た
。

「今
回
は
、
ず
ば
ぬ
け
た
選
手
も
い
ま

せ
ん
し
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
勝
利
で
す
」

と
、
野
尻
英
雄
監
督
は
話
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
多
方
面
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

●

●

三
度
目
の優
勝
″

熱 戦 に 湧 く

高
森
Ａ
チ
ー
ム

けんこうは 一人ひとりが たいせつに  伊藤サ トミ (野尻小 3年 )
さあとび出そう 朝のジョギング サイクリング  栗焼朋博 (野尻小 5年 )

体力つくりをめざして各地で春のスポーツ大会
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